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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   にこにこすまいる園 

報告作成日：     2021 年 12 月 16 日  （評価に要した期間 6 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2021 年 8 月初旬～9 月中旬】 

・職員説明会を開催し、評価機関の担当者より実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通評価基準】

及び【内容評価基準】については、本部担当者、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2021 年 8 月 18 日～2021 年 9 月 1 日】 

・配布：全園児の保護者（8 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が園の所定場所に提出し回収。 

 

 

3．訪問実地調査   【実施日：2021 年 11 月 12 日】  

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児、2 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（本部担当者、施設長） 

 

 

4．利用者本人調査     【実施日：2021 年 11 月 12 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社スマイルクルーが運営する、にこにこすまいる園は、横浜市営地下鉄 中山駅から徒歩 5 分の、鉄

骨コンクリート造 5 階建ての団地の 1 階部分に位置します。園のすぐ近くには、河川があり四季折々の植物

や虫などと身近に感じられる環境です。また、地域には畑なども残っており、季節に応じた野菜などの生長

も散歩を通して感じられる環境です。 

園の定員は、10 名（0～2 歳児）、開園時間は、月曜日から金曜日の 7 時 30 分～19 時 00 分で、土曜日は 7

時 30 分～18 時 30 分の小規模保育事業 A 型の施設です。 

 玄関には、園だよりや日々の子どもの活動の様子を撮影した写真が掲示されるとともに、近隣公園の概要

と写真を取り入れた散歩マップや、市からのお知らせ等、地域の情報等も掲示され、保護者と共有できる場

となっています。 

  室内は 0 歳児、1 歳児、2 歳児室の保育室と、医務室を兼ねた事務室及び調理室があります、また、ウッド

デッキがあり、夏の時期にプール遊びをしたり、年間を通して季節の野菜を育てることなどに取り組んでい

ます。保育室内は、生活のスペースと遊ぶスペースが分けられ、子どもが遊び込めるスペースを確保すると

ともに、保護者が朝の支度の際に子どもの遊ぶ姿などを日常的に観察できる環境になっています。遊ぶスペ

ースでは、ごっこ遊びのコーナー、ブロック等で遊ぶコーナー、机上遊びのコーナー、またソファーなどが

ある、くつろげるコーナーという限られた空間の中で、一人ひとりの子どもの興味や生活リズムに合わせて

過ごせるよう配慮されています。子どもは、玩具棚から玩具を取り出して自由に遊んだり、ソファーで本を

読んだりと、自分のペースで過ごせる環境になっています。玩具や絵本は子どもの興味や関心、また季節に

応じて定期的に入れ替え、子どもが十分に遊び込める環境づくりに取り組んでいます。 
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1．高く評価できる点 

 

○子どもの興味や関心に応じて保育環境を見直し、遊び込める環境づくりに取り組んでいます 

園では子どもの発達や興味関心に応じて、十分に遊びこめる環境づくりを行っています。日々の子どもの

様子について、職員会議や保育会議で共有するとともに、月 1 回実施される園内研修において、職員間で環

境設定の共有を行い、具体的な実践につなげています。室内は、ごっこ遊びのコーナーや、机上遊びのコー

ナー、ソファーでゆったりと絵本を読むことのできるコーナー、また身体を動かしたい時は、ウッドデッキ

や別室にてトランポリンや牛乳パックで作った平均台で遊ぶなど、一人ひとりの子どもが、自分のしたい遊

びができる環境を整えています。各コーナーは子どもの興味や遊びの様子に応じて、ごっこ遊びコーナーに

人形を寝かせるベッドやおんぶひもを用意したり、机上遊びのコーナーに手作りの型はめやパズルなどを用

意するなど、玩具の見直しと、環境設定を随時実施しています。 

 

 

〇研修を積極的に取り入れ、職員一人ひとりのスキルアップにつなげています 

園では毎月の園内研修のほか、外部研修を積極的に受講し、各職員の技術の研鑽に取り組んでいます。年

間を通して、全職員が平均して 4～5 回程度の研修を受講し、研修内容は職員会議等で共有されています。研

修を受講する際は、勤務時間内で受講できるようシフトづくりにも配慮しています。これらの取り組みによ

り、発達サポーターや早期発達支援士、食育インストラクターなど様々な資格の取得にもつながっています。 

 

 

〇食育活動等を通して、子どもたちが食についてさまざまな体験ができるよう配慮しています 

園では、鶏卵、牛乳、小麦の 3 大アレルゲンを使用しない献立を作成しています。そのため、お代わり分

も含め、他の子どもたちと相違なく提供しています。また、系列園の栄養士が集まり実施される会議等で、

子どもたちの食べ具合等を共有し、献立の工夫につなげています。例えば、キュウリを千切りではなく棒状

に切るなど、食材の切り方や味付けの工夫を行っています。食育活動は、カボチャを袋に入れてつぶすなど、

食材に触れる機会を多く設けるなどの取り組みが行われています。また、いわしを見たり触ったりし、給食

でいわしハンバーグを提供することや、カブやキュウリ、ナス、ピーマンなどの野菜を育て、収穫して給食

で提供することなどが実践されています。 
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2．独自に取り組んでいる点 

〇子どもの様子について職員間で周知し、子どもの成長につなげています 

園では、周知ノートと呼ばれる情報共有ノートを使用し、職員間で一人ひとりの子どもの様子を把握して

います。周知ノートには、登園の際の子どもの状況や日中の様子などを職員が自由に記述し、全職員が出勤

後に確認する体制となっています。日中の様子では、子どもが意欲的に取り組んでいたことや、友だちに対

して優しい言葉をかけたことなど、職員が感じた一人ひとりの子どもの様子を書くことで、その場で褒めら

れるだけでなく、ノートを確認した職員から褒められることにもつながっています。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇地域福祉ニーズにもとづいた、園独自の取り組みが期待されます 

園では、区の施設長会議や見学者の対応等から、地域の福祉ニーズの把握に努めています。把握された内

容をもとに、区が主催する、みどりっこまつりに園の職員が参加し、絵本や紙芝居の読み聞かせ、また園の

献立レシピ等の紹介を行っています。地域の関わり方については、重要事項説明書に記載されています。重

要事項説明書では、地域の育児支援として自治会行事への参加、周辺小中学校との交流、散歩を通した地域

住民の方との関わり合い、地域資源の活用等が述べられています。今後は、重要事項説明書に記載されてい

る内容をもとに、地域の福祉ニーズと照らし合わせ、園で可能な取り組みを検討し、実施されることが期待

されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2021 年 11 月 12 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

 

□朝おやつの様子 

朝のおやつの時間になると、子どもは自分で席につき、おやつが来るのを待っています。保育者が「どう

ぞ」とおやつの煎餅を渡すと、うれしそうに受け取り食べていました。また、牛乳が入ったコップもこぼさ

ないように持って飲み、飲み終えると、保育者に向かってにこっと笑いかけます。保育者が「牛乳おいしい

の？」と優しく話しかけると、「おいしい」と頷きます。保育者と何度も「おいしいの」「おいしいね」とやり

取りする中で、気持ちを代弁してもらえた子どもの、満足した表情が見られます。牛乳をこぼしてしまった

り、煎餅を食べこぼしてしまうと、その都度保育者は布巾で拭くなど、衛生面にも配慮していました。保育

者が食べ終わった子どもの手を順番に綺麗に拭くと、子どもは嬉しそうに隣の部屋へ遊びに行っていました。 

 

□散歩の様子 

散歩の支度を終えた 1 歳児の子どもが、玄関前に集まっています。まだ、準備が終わっていない友だちを

待つ間、子どもたちは保育者と一緒に歌を歌いながら、手遊びを楽しんでいます。手遊びが楽しくなり、保

育者に抱きつく子どもの姿も見られましたが、その都度保育者は受け止め、一人ひとりに優しく話しかけて

います。準備が整い散歩に出発です。散歩の途中で、近隣の方に会うと明るく挨拶を交わし、あたたかい言

葉をかけてもらっています。また、保育者が落ちているどんぐりを見つけて、どんぐりの歌を口ずさむと子

どもも一緒になって歌いだします。日ごろから、歌に親しみ、地域の方に見守られ散歩をする様子が伺えま

した。 

目的地の公園の近くまで来た時に、子どもが道路に埋まったビー玉を発見しました。興味津々の子どもた

ちは、その場所で、「何色のビー玉があるか」「大きいのか小さいのか」と、埋まっているビー玉をみつけて

は、うれしそうに話していました。園では、散歩の際に当初の目的とずれることがあっても、子どもの興味

や関心を優先するという方針です。そのため、子どもは興味を持ったビー玉に夢中になってじっくりと関わ

っていました。 

 

□午後の自由遊び 

午後のおやつを食べ終えると、自由遊びの時間です。室内は、ロッカー等を使用し生活スペースと遊ぶス

ペースを分けることで、一人ひとりの子どもが落ち着いて過ごせるよう配慮しています。ごっこ遊びのコー

ナーやパーテーションで仕切られた集中して遊べる机上遊びのコーナーなど、子どもが自由に玩具等を取り
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出して遊ぶことができる環境を整えています。また、サークル状の仕切りやソファーなどを用意し、くつろ

げるスペースがあります。 

子どもは一人ひとりが好きな遊びを楽しんでいました。絵本を読む子やブロックで遊ぶ子、ごっこ遊びを

楽しむ子もいます。ごっこ遊びのコーナーでは、人形が眠るためのかわいらしいベッドも用意され、寝かせ

たりお世話をすることを楽しんでいます。また、午後の時間に少し疲れると、ソファーにもたれてゆっくり

と過ごすなど、思い思いの時間を過ごしていました。遊びの中で保育者とのやり取りも多く見られました。

保育者は子どもの傍らにいて、応答的に関わっています。子どもが「これ何？」「あれは何？」と尋ねると、

その都度「あれはね」と分かりやすい言葉で説明していました。子どもが玩具の救急車を、ピーポーピーポ

ーと走らせると、保育者も子どもの世界にしっかり入っていき一緒に遊んでいます。 

絵本の取り合いで泣き出した子どもがいれば、気持ちを代弁ししっかりと抱きしめて安心させていました。

おむつの交換が必要な子どもには、保育者が連携しさりげなくおむつの濡れ具合を確認して交換するなど、

家族で過ごしているかのような温かさが感じられました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・保育理念として、「enjoy!子育て」「think!生きる力」

「natural!健康な身体」を掲げ、保育方針として、「働

く保護者の視点に立ち、子育てを共に考えます」「子ど

もが自主的に考え、行動できる姿を目指します」「心身

ともに健康で、自然体でいられる環境を整えます」、保

育目標として「健康で明るい子ども」「友達と仲良く遊

べる子ども」「心豊かな子ども」「意欲と思いやりのあ

る子ども」「強く生き抜く事ができる子ども」が明文化

されており、これらの内容は重要事項説明書に記載さ

れています。 

・理念や、基本方針については、入社の際にスタッフ

ブックを通して説明し、通読した職員は確認サインを

することで周知に努めています。 

・理念にもとづき、子どもが自主的に考え、主体的に

行動できる保育を実践するため、職員会議や保育会

議、園内研修等を通して、具体的事例をもとに理念や

基本方針にもとづいた実践状況を確認する取り組み

が行われています。 

・保護者に対しては、入園説明会や懇談会にて、重要

事項説明書を読み合わせるなど、資料をもとに理念や

基本方針を説明しています。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

  
・社会福祉事業全体の動向については、区の園長会に

て情報収集及び共有を行っており、0 歳児が入所でき

る保育所が少ないことから、定員を緩和した入所の必
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況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

要性等について把握しています。 

・地域の各種福祉計画等については、主に区が主催と

なって取り組む活動等について把握しています。一例

として、区に所在する園が担当園となり、絵本や玩具

を貸し出すとともに、区の情報誌『手つなぎ』の配布

等を行う取り組みがあります。 

・横浜市内の系列園の施設長及び本部担当者が参加

し、毎月実施されるエリア会議を通して、保育のコス

ト分析や保育所利用者の推移、利用率等の分析を行っ

ています。毎月の在籍数の確認をするとともに、園の

実情等も共有し、分析につなげています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・経営課題として、人材採用等を取り挙げ、採用に至

るまでのコストを含めた人材採用計画を作成し取り

組んでいます。具体的には職員の在籍比率において、

非常勤職員の在籍が多いため、今後、常勤職員の採用

を行うことなどが挙げられます。また、ウッドデッキ

のメンテナンス等、保育環境の整備が挙げられます。

計画の内容については、職員会議にて本部担当者より

報告し、周知を図っています。 

・土曜保育の実施について、法人内で連携し受け入れ

る体制を整えるなど、経営課題の解決・改善に向けて

具体的な取り組みが進められています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・中期計画は、園の実情に合わせて、本部担当者が作

成しています。計画には、「地域の社会福祉のニーズに

対応した保育運営」「適正な経営」「保育の質の向上」

「組織の活性化」の 4 項目を挙げ、具体的実施内容が

記載されています。 

・計画の中に、人材採用計画を位置づけ、採用から育

成までについて課題として取り上げています。特に、

常勤職員の採用から育成までを取り上げるなど、具体
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□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

的な内容を検討しています。 

・中期計画は本部で必要に応じて見直しが実施されて

います。見直しの内容に応じて、保育の質の向上を図

り、保育環境の設定に力を入れられるよう予算を組ん

でいます。 

・今後は、具体的な成果等を設定することなどにより、

実施状況の評価を行える内容になることが期待され

ます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・単年度計画には、園の理念や方針が記載されるとと

もに、年間行事予定、職員会議・研修計画、年間保育

計画、業務の質の評価等の項目が設けられ、具体的実

施内容が記載されています。計画に沿って、園内研修、

環境設定、玩具の見直し等が行われています。 

・今後は、中期計画に記載されている、「地域の社会福

祉のニーズに対応した保育運営」「適正な経営」「保育

の質の向上」「組織の活性化」の 4 項目の内容とさら

に関連付けた計画の作成が期待されます。 

・中期計画の見直しによって組まれた収支計画の中

で、研修費を効率よく使用し、発達サポーター等の民

間の資格取得につなげています。また、研修計画にも

反映させ、一人の職員が年間 4~5 回程度の研修を受講

しています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画は、本部担当者が園の実情に合わせて作成

しています。作成された計画は行事計画を中心に、職

員会議等で職員と共有し取り組みにつなげています。

一例として、新型コロナウイルス感染症対策を踏ま

え、プール遊びを水遊びに変更するなどが実施されま

した。 

・事業計画は、系列園の施設長及び本部担当者が参加

し、毎月実施されるエリア会議で検討し、園の 

実情に合わせて職員会議で反省事項等を出し合い、必

要に応じて見直しを行っています。 

・今後は、事業計画に対する事業報告書を作成するこ

とで、実施状況を見直すととともに、職員会議等を通

して職員に周知することが期待されます。 
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取組を行っている。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画に記載がある、行事計画等については重要

事項説明書や関連する資料等を作成し、例年、入園説

明会や懇談会等を通して、保護者に説明しています。

また、保護者代表３名、本部担当者、施設長のほか、

第三者委員が参加し実施される運営委員会において、

事業計画に関連する、行事や給食等の日ごろの保育内

容について共有しています。 

・事業計画について、保護者等の参加を促す観点から

周知、説明の工夫を行い、具体的な取り組みにつなげ

ています。一例として、保護者の要望に応じ、子ども

の好きな献立を園だよりに掲載したり、園生活の様子

を撮影した子どもの写真の販売の頻度を変更するな

どの取り組みが行われています。 

・今後は、中期計画等で取りあげている「地域の社会

福祉のニーズに対応した保育運営」「適正な経営」「保

育の質の向上」「組織の活性化」の 4 項目の内容につ

いて、さらなる保護者との共有が期待されます。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・保育の質の向上については、毎月実施される職員会

議や必要に応じて実施される保育会議を通して振り

返りを行い、実践につなげています。また、毎月 1 回

園内研修を行っています。園内研修では、子どもの興

味や発達過程に合わせた環境設定づくりについてや、

子どもの気持ちの切り替え方など、日々の保育実践の

中で各職員が関わりに悩んだ事例等を取りあげ、検討

するなどの取り組みが行われています。 

・保育所全体に関する自己評価を年に 1 回実施すると

ともに、職員の自己評価を年 2 回実施するなど、定め

られた評価基準にもとづいた定期的な振り返りが行

われています。保育所全体の自己評価は全職員が保育

理念や目的、指導計画や保育内容等の項目に沿って評

価し、園全体の自己評価結果として集約し、分析・検
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討につなげています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・職員会議や保育会議等を通して振り返られた内容に

ついては、計画的に玩具を入れ替えること、遊びこむ

ことのできる環境整備につなげるなど、具体的な実践

につなげています。 

・監査での評価については、迅速に職員会議等で検討

し、改善につなげています。一例として、現在全年齢

に対して 5 分ごとに行っているブレスチェックにつ

いて、ブレスチェック表だけでなく、実施内容をマニ

ュアルにも反映させたことなどがあげられます。 

・会議等で振り返られた内容を踏まえ、次年度の事業

計画に反映し実施するとともに、本部担当者とエリア

会議等を通して、園の実情を共有した上で、必要に応

じて改善計画の見直しを行っています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

・施設長の役割と責任については、職員会議や園内研

修等を通して職員に伝えています。施設長が園だより

を作成し、感染症に対する対策や、職員の育成を踏ま

えた資格取得状況等について保護者に伝えています。 

・職務配置表を作成しています。配置表には、各クラ

スの担当者や保育リーダー等が記載されています。今

後は、施設長の役割についても明文化されることが期

待されます。 

・有事（災害、事故等）における施設長の役割と責任

について、安全管理マニュアルにて明確化されていま

す。施設長が不在の際は、1 歳児及び 2 歳児担任に権

限委任等を行うことが定められています。 
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11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・本部担当者が労働条件通知書作成の際や求人掲載時

に必要な法令等を理解しています。また、社会保険労

務士に相談できる体制が整えられ、必要に応じて法令

等について把握する機会があります。今後は、これら

の把握された内容について、エリア会議等を通して、

施設長と共有することが期待されます。 

・施設長は、防火管理者研修の受講をはじめ、リスク

マネジメント研修や個人情報保護に関する研修、ハラ

スメントについての研修等を受講し、遵守すべき法令

等の理解に努めています。また、ゴミの分別等、環境

への配慮等も含む幅広い分野について取り組みを行

っています。 

・施設長は、法人の保育士マニュアルの読み合わせ等

を通して、職員に対して遵守すべき法令等を周知して

います。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・施設長は保育の質の現状について、必要に応じて随

時開催される保育会議を通して定期的、継続的に個々

の子どもに対しての関わり等について確認していま

す。また、月 1 回園内研修を実施し、職員が日ごろの

保育の中で関わりに悩んだ事例等に対して、具体的な

関り方を伝えるなど、指導力を発揮しています。 

・施設長は月に 1 回実施される職員会議や、随時必要

に応じて行われる保育会議、また年に 2 回実施される

職員面談を通して、職員の意見を反映した具体的な取

り組みにつなげています。一例として、各職員が希望

する研修を受講できるよう、研修案内を回覧するとと

もに、受講の際はシフトに組み入れ、勤務内で受講で

きる体制を整えるなどの取り組みを行っています。ま

た、施設長も保育の質の向上に取り組むため、積極的

に外部研修等を受講し、各種民間資格を取得していま

す。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

 

 

B 

 

 

B 

・中期計画及び単年度計画で挙げられている、人材採

用計画を踏まえ、特に、常勤職員の採用に向け、有料

紹介業者の利用等を含め検討しています。検討の際

は、本部担当者と施設長が園の実情に合わせて職員が

必要な時間帯等を分析し、採用につなげています。 

・施設長は働きやすい環境整備等の一環として、働き
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けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

  
やすいシフトの作成に努めています。勤務内で業務が

終えられるよう、シフトを組むとともに、事前に職員

に有給休暇希望日等を確認後、シフトの作成を行って

います。また、勤務内で希望の研修を受講できるよう

配慮しています。 

・3 日間連続で休みを取得することができる、リフレ

ッシュ休暇を取り入れています。 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・保護者対応研修、プライバシーに関する研修等の法

人内研修を実施し、職員の育成につなげています。ま

た、施設長に対しては、マネジメント研修等を実施す

るなど、職員の経験や習熟度に配慮した研修が行われ

ています。今後は、現在作成されている人材採用計画

に育成計画の視点を取り込み、福祉人材の確保と育成

に関する方針として体系的に計画されることが期待

されます。 

・人材採用計画にもとづき、必要な福祉人材の確保に

努めています。本部担当者と施設長で園の人員体制を

共有し、職員採用が必要な保育時間帯等を確認し配置

する計画を立てています。採用面接の際は、本部担当

者と施設長が同席しています。 

・法人として就職相談会に申し込み、新卒・第 2 新卒、

またブランクのある方の復職もできるよう採用活動

を行っています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・期待する職員像については、スタッフブックや保育

士マニュアルに記載されています。理念や目標にもと

づいた、職員の心構えと基本姿勢や就業上のマナーと

モラル等の内容が具体的に記載されています。 

・人事基準については就業規則やスタッフブック、ま

た、保育士マニュアルを通して職員に周知していま

す。職務に関する成果や貢献度は年に 2 回実施される

自己評価にもとづく面談や、本部担当者が参加して行
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職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

われる三者面談、保育士経験年数、キャリアアップ研

修の受講状況等を踏まえて検討し、手当の見直しや休

暇の導入等の処遇改善につなげています。 

・職員は、キャリアアップ研修の受講や園内外の研修

を積極的に受講しています。受講後の振り返りによっ

て、専門職として、今後身に付けていく必要な技術等

を見直す機会となっています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・職員の就業状況や意向の把握については、面談等を

通して行われています。意向にもとづいた勤務時間等

の変更については、本部担当者が施設長と情報共有を

したうえで行う体制となっています。 

・勤怠システムを導入し、有給休暇をはじめ、職員の

就業状況を管理しています。 

・有給休暇を取得しやすいよう、事前に休暇の希望を

聞き取りシフトを作成するなど、職員の心身の健康と

安全の確保に努めています。また、連続３日間休暇を

取得できるリフレッシュ休暇の導入も行っています。 

・年 2 回の施設長との面談及び本部担当者も参加する

三者面談を行うなど、職員が相談しやすいような組織

内の工夫に取り組んでいます。 

・ワークライフバランスに配慮した取り組みとして、

勤務時間内で事務作業等が終えられるよう、子どもの

人数に応じて柔軟にシフトを組み、作業時間を設けて

います。また、基準の職員数より多くの職員を配置す

ることで、より安全な保育が行える体制を整えていま

す。 

・福利厚生として、予防接種や定期健診の受診料の補

助や、借り上げ社宅制度の導入を行っています。 
 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

 

 

 

 

・期待する職員像については、スタッフブックで明確

にされています。一例として、チャレンジする「行動

力」、思いやりを大切にした「コミュニケーション力」、

人として成長し続けたいという「向上心」、感謝を忘れ

ない「謙虚な心」等が挙げられます。 



16 

 

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、

年に２回実施される自己評価を踏まえて実施する職

員面談があります。自己評価では、保育、保護者対応、

書類作成等の各項目における自己評価を点数で示す

とともに、個人目標を記載する欄が設けられていま

す。 

・職員一人ひとりの目標設定は、自己評価の項目に沿

って明確にされるとともに、年に２回実施される職員

面談を通して、適切に進捗状況の確認が行われていま

す。また、面談の際に目標に対する、改善案を検討す

ることも実施しています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画には、運営の方針や保育理念が記載され、

期待する職員像が明示されています。計画内には、職

員会議・研修計画という項目が設けられ、園内研修、

キャリアアップ研修、外部研修、社内研修に積極的に

取り組むことが記載されています。 

・現在、各職員の研修受講歴については、パソコン内

で管理しています。全職員がバランスよく研修を受講

できるよう、職員一人ひとりの希望や経験年数等を考

慮して研修の受講を勧めています。今後は、事業計画

に記載がある研修内容について、別途、研修計画を作

成し、計画に沿った研修の受講が期待されます。 

・研修を受講した際は、研修報告書に記載し、保育会

議で共有するとともに、いつでも閲覧できる体制が整

えられています。共有された研修内容は保育に反映さ

せています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・施設長は各職員のキャリアアップ研修や資格取得等

の研修受講歴をパソコン内で管理し、受講歴等から職

員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等の把握に

つなげています。 

・入社して１週間以内に、法人の理念等が示されたス

タッフブック及びデイリープログラムに沿って、具体

的な保育の実施方法が記載された保育マニュアルの

読み合わせを行っています。また、毎月園内研修を実

施し、子どもの興味や関心に応じて、遊びこめる保育
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□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

環境の整備等を行っています。 

・新任職員に対しては、保育の経験年数が長い職員と

の緩やかな担当制を設け、日々の業務内容で分からな

い内容を確認し合うなど、個別的な OJT が適切に行

われています。 

・法人内研修では、マネジメント研修等、施設長向け

の研修及び全職員が受講するプライバシーマークの

研修を実施するなど、職員の経験や習熟度に配慮した

研修を実施しています。また、園内研修を実施し、保

育士マニュアル等、各マニュアルの共有を行うこと

で、職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加できる

よう配慮しています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

未

記

入 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

・現時点で、実習生等の受け入れは実施していません。

実習生等の受け入れについては、法人の系列園で実施

しています。今後、小規模保育事業所での実習等の希

望の申し込みに備え、実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成に関する基本姿勢を明文化するととも

に、受け入れ等に関するマニュアルの整備が期待され

ます。 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

 

 

 

 

・ホームページには日ごろの園の様子や一日のスケジ

ュール、行事等の予定などが写真やイラスト等を使用

し分かりやすく示されています。また、区役所に園の

情報が記載されたパンフレット等を置いています。 

・運営委員会には保護者代表３名、本部担当者、施設
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の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

長のほか、第三者委員が参加し実施されています。そ

の際に、園での生活の様子や行事のあり方、保育内容

や保護者からの要望等について共有しています。 

・園は、団地内に所在するため、散歩や水遊び、食育

での栽培等、日ごろの保育活動について地域の方が知

ることのできる環境にあります。 

・区が主催する、みどりっこまつりに参加し、園を紹

介したポスターを貼るなど、地域へ向けて、理念や基

本方針、事業所で行っている活動等を説明する機会が

あります。みどりっこまつりでは、園の職員が参加し、

絵本や紙芝居の読み聞かせ、また園の献立レシピ等の

紹介を行っています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール

等については、経理規定に定められています。施設長

は園で使用する小口現金を管理し、必要な保育備品等

を購入しています。一定額以上の備品の購入について

は、本部に稟議書を提出し、許可を得たうえで購入し

ています。今後は、規定等について職員への周知を予

定しています。 

・毎月の小口現金の使用状況等については、施設長が

領収書とともに本部に報告し、定期的に確認する体制

が整えられています。 

・外部の専門家による監査支援等については、法人を

担当する税理士からのアドバイスや、毎年実施される

行政の監査等を通して行われています。監査支援等の

結果や指摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

ます。 
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４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・地域との関わり方については、重要事項説明書や年

間指導計画に記載されています。重要事項説明書で

は、地域の育児支援として、自治会行事への参加、周

辺小中学校との交流等、散歩を通した地域住民の方と

の関わり合い、地域資源の活用等が述べられていま

す。年間指導計画では、家庭・地域との連携の項目が

設けられています。 

・地域の社会資源等については、散歩マップや地域で

の催し物の案内、病後児保育等の情報を玄関に掲示す

るなど、保護者等に地域の情報を収集し提供する取り

組みが実施されています。また、ファミリーサポート

センター、発達相談等の情報も掲示し、保護者のニー

ズに応じて、地域における社会資源を利用するよう推

奨しています。 

・例年、区が主催するみどりっこまつりに職員が参加

するなど、地域行事や活動を支援する体制が整えられ

ています。しかしながら、昨年度に引き続き今年度も、

新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、実施が見送

られています。そのため、各保育所が推薦する散歩先

で区が主催してつくった体操を踊ったり、区内の 4 つ

の地域にまつわるクイズですごろくを作ったりする

など、コロナ禍でも実施できる取り組みに参加してい

ます。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

 

 

未

記

入 

 

 

 

C 

・現時点で、ボランティア等の受け入れは実施してい

ません。ボランティア等の受け入れについては、法人

の系列園で実施しています。今後、小規模保育事業所

でのボランティア等の希望の申し込みに備え、ボラン

ティア等に関する基本姿勢を明文化するとともに、受

け入れ等に関するマニュアルの整備が期待されます。 



20 

 

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 
 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・散歩マップの作成や近隣の病院一覧を作成するな

ど、保護者の状況等に対応できるよう、地域の関係機

関・団体について一覧にし、職員会議や回覧を通して、

職員間で共有しています。 

・区の施設長会議に定期的に参加することを通して、

区における待機児童の解消や子育て支援等、地域の関

係機関・団体の共通の問題について情報共有を行って

います。今後は、中期計画で記載されている、地域の

社会福祉のニーズに対応した保育園運営の一環とし

て、共有された内容について園で実施できる内容を検

討し、具体的な取り組みにつなげていくことが期待さ

れます。 

・連携園との交流を実施しています。交流では、2 歳

児クラスの子どもたちが、近隣の公園で集まり、一緒

に遊ぶなどの取り組みを実施しています。取り組みを

通して、集団で過ごすことを経験する機会にもなって

います。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、虐待対応マニュアルに記載されるととも

に職員間で共有されています。また、児童相談所等の

関係機関の連絡先は事務所に掲示し、連携が図られる

体制が整えられています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉ニーズ等については、園の見学者への対

応等から把握しています。一例として、地域において

安全面に配慮した外遊びへのニーズ等が挙げられま

す。また、区の施設長会議に定期的に参加することを

通して、地域における待機児童の解消や子育て支援の

必要性等を把握しています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

 

 

 

 

・園の見学者への対応や定期的に参加する区の施設長

会議を通して、地域における安全面に配慮した戸外遊

びのニーズや待機児童の解消、子育て支援の必要性等

を把握しています。ニーズを踏まえ、散歩先で地域の

方から相談を受けるなどの取り組みを実施すること
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□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

B 

 

B 

 

もあります。今後は、中期計画にも記載がある、地域

の社会福祉のニーズに対応した保育園運営として長

期的な視点から、地域ニーズに対して園で実施できる

活動等を検討し、実施につなげることが期待されま

す。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもを尊重した保育については、保育マニュアル

やスタッフブック等に記載され、年に 1 回読み合わせ

を行っています。保育マニュアルには、自由遊び、散

歩の支度、排泄の時間等活動ごとに保育士の配慮・対

処法が具体的に記載されています。また、保育士とし

ての子どもとの接し方等として、名前の呼び方の統

一、子どもの要求について、肯定的な声かけなども記

載され、園内研修等を通して職員間で共有し実践につ

なげています。共有された内容は、月間指導計画等、

各種計画に反映しています。 

・子どもの尊重や基本的な人権の配慮について、年に

１回、人権擁護のためのセルフチェックリストを使用

し振り返る機会を設けています。振り返られた内容に

ついては、職員会議を通して定期的に状況の把握・評

価等を行い、必要な対応につなげています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるために、異年齢

保育や連携園との交流を行っています。異年齢保育や

連携園との交流を通して、年上の子が年下の子の面倒

を見たり、友だちを思いやる姿が見られ、その姿を保
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□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

育者が認めることで、互いを尊重する心の育みにつな

がっています。 

・性差への先入観による固定的な対応をしないよう、

日ごろの保育の中で活動を男女で分けることなどは

行わず、一人ひとりの意欲に応じた活動内容にするよ

う配慮しています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシーの保護に関する規定について

は、スタッフブックや保育士マニュアルに記載されて

います。スタッフブック、保育士マニュアルは、年に

1 回読み合わせを行うなど、全職員に周知する取り組

みが行われています。また、全職員が個人情報保護体

制に対する制度であるプライバシーマークの研修を

受講するなどの取り組みが行われています。 

・テラスで水遊びをする際は、外部から見えないよう

シートを使用するなど、子どものプライバシーを守れ

るよう設備等の工夫を行っています。 

・入園説明の際に、重要事項説明書等を通して個人情

報の取り扱いに関する説明を行い、保護者から同意書

を得ています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性等を紹

介したパンフレットを年度の始めに区の窓口に置く

など、多くの人が情報を得られるよう取り組んでいま

す。また、ホームページでは、保育内容や、一日のス

ケジュール、行事等の予定などについて写真やイラス

ト等を使用し誰にでもわかりやすいよう紹介してい

ます。園の様子については定期的に更新し、園で過ご

す子どもの様子が分かるようにするなどの取り組み

が行われています。 

・見学希望者に対しては施設長が個別に丁寧に対応し

ています。新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、

入室が制限されるため、保育室内の様子を撮影し、写

真を使用して説明するなどの取り組みが行われてい

ます。 

・利用希望者に対する情報提供として、ホームページ
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□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

にて重要事項説明書を掲載していましたが、現在は外

部への公表範囲を見直しています。また、年間の行事

等の情報については適宜見直し、提供しています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始にあたっては、年度の途中で入園する方

も含め、入園前面談等を通して重要事項説明書や提出

書類、また慣らし保育等について説明しています。準

備いただく持ち物等については、見本を示し、保護者

等がわかりやすいよう配慮しています。重要事項説明

書については説明をしたうえで、保護者から同意書を

得ています。 

・アレルギーや熱性けいれん等の対応が必要な家庭に

は、重要事項説明書とは別に関係書類について説明す

るなどルール化され、適正な説明、運用が図られてい

ます。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所の変更にあたっては、必要に応じて所定の様

式を使用して引継文書を作成し口頭でも引継ぎを行

っています。 

・保育所の利用が終了した後の窓口は設けていません

が、散歩先で卒園児と遊ぶ機会等があり、その際に保

護者の方の相談を受けることもあります。現在は、保

育所の変更の際に、保護者にいつでも相談できる旨を

口頭で伝えていますが、連絡先や相談窓口等を記載し

た書面等を通して伝えることで、さらなる保育の継続

性に配慮した体制となることが期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々の保育の中での子どもの様子について、午睡中

に職員間で共有したり、子どもの様子等、職員間で共

有したい内容を自由に記載できる周知ノートを通し

たりして、子どもの満足を把握するよう努めていま

す。 

・保護者に対して、保育園全般に関わるアンケートや

行事後のアンケートを実施するなど、利用者満足に関

する取り組みが行われています。また、個人面談、保

護者懇談会、運営委員会を実施するなど、定期的に利
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談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

用者満足を把握する機会を設けています。 

・施設長、本部担当者は利用者満足を把握する目的で

保護者懇談会に参加しています。把握された内容につ

いては、職員会議等で検討し具体的な改善につなげて

います。一例として、園の子どもの様子を撮影した写

真の販売数を増やす、給食のレシピの掲載等を行うな

ど、具体的な改善につなげています。 

 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、入園のしおり、重要事

項説明書に記載され入園時に説明しています。重要事

項説明書には、苦情相談窓口として、施設長を相談・

苦情受付担当者、施設管理者を相談・苦情解決責任者

とし、氏名及び連絡先が記載されています。また、第

三者委員の氏名及び連絡先も記載されています。 

・玄関に、重要事項説明書を常備するとともに、意見

箱を設置しています。また、園の子どもの様子を撮影

した写真の販売数を増やした経緯など、保護者からの

意見に対する園での取り組みについて、書面で玄関に

掲示しています。 

・苦情解決マニュアルを整備し、苦情受付書、苦情受

付報告書、苦情申出書、話し合い結果記録等の所定の

書面を通して、適切な記録と保管が行われています。 

・公表の際は、園からのお知らせという形式で知らせ

るなど、苦情を申し出た保護者等に配慮したうえで、

公表しています。 

・衣服等、子どもの持ち物の返却間違いがあったため、

返却の際のマニュアルを作成するとともに、常勤職員

が担当することに決めるなど、保育の質の向上に関わ

る取り組みが行われました。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

 

 

A 

 

 

A 

・保護者が相談したり意見を述べたりする際に、複数

の方法や相手を自由に選べることについて、入園のし

おり、重要事項説明書に記載し説明しています。また、

玄関に苦情解決の仕組みについて掲示するとともに、

意見箱を設置するなどの取り組みが行われています。 

・相談をしやすい、意見を述べやすいよう、必要に応

じて事務所を使用しプライバシーに配慮するなど、意
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場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

見を述べやすいスペースの確保等に配慮しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・保護者が相談や意見を述べやすいよう、日ごろから

連絡帳や送迎時のコミュニケーションを大切にして

います。 

・保護者の意見を積極的に把握する取り組みとして、

個人面談や懇談会、運営委員会を実施するとともに、

保育園全般に関わるアンケートや行事後のアンケー

トの実施などを行っています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等については、苦情処理規定を整備し、

対応しています。 

・相談を受けた際は、速やかに対応するとともに、検

討に時間がかかる際は、その旨を保護者に伝え、迅速

な対応ができるよう取り組んでいます。 

・保護者からの意見等については、職員会議で周知し、

保育の質の向上に向けて改善を心がけています。子ど

もの持ち物等の返却の際に、間違えがないようマニュ

アルを作成するとともに、常勤職員が担当するなどの

取り組みにつなげました。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する責任者を施設長とし、

施設長不在時には、1 歳児担任及び 2 歳児担任が指揮

をとることが定められています。また、事故発生時の

対応と安全確保について記載された、安全管理マニュ

アル等をいつでも閲覧できる体制を整えています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集として、ヒ

ヤリハットの収集及び事故報告書のファイリング等

を行っています。収集された事例については、必ず職

員会議で周知し、改善につなげています。 

・全職員が年に 1 回、救急対応訓練を受講できるよう

配慮しています。コロナ禍以前は、園に救急救命士の

方を招き、救急対応について学ぶ機会等を設けていま

した。現在は、新型コロナウイルス感染症対策のため、

園に招くのではなく、救急対応訓練を受講した職員が

園内にて受講内容を伝え、全職員で共有するなどの取

り組みが行われています。 

 



26 

 

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策については、施設長を責任者とし、感染

対応マニュアル、保健衛生マニュアル等を通して職員

に周知しています。嘔吐処理手順等を見やすいところ

に掲示するとともに、マニュアル類はいつでも閲覧で

きるように整備されています。 

・系列園の看護師による、嘔吐処理の方法等の園内研

修を定期的に実施するなど、感染症の予防や安全確保

に関する勉強会等を開催しています。 

・感染症の予防策として、園児、職員の検温、体調管

理、手洗い、消毒の徹底に努めています。保護者に対

しては、園だよりを通して、その時期に流行する感染

症について注意喚起等を行ったり、関連する情報を玄

関に掲示したりすることで感染症の予防策が講じら

れています。 

・感染症が発生した際には、感染症名と症状、具体的

対応と発生人数等を玄関に掲示するなど、保護者への

情報提供が適切に行われています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・災害時の対応体制については、担当者も含め安全管

理マニュアルや緊急時対応マニュアル等で定められ、

職員に周知しています。 

・園内のカーテンはすべて防火カーテンを使用すると

ともに、耐震措置や落下防止措置が取られています。

食料や備品の備蓄については、備蓄リストを作成し、

離乳食やミルク等は栄養士が、それ以外は施設長が管

理しています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法として、

一斉メールの使用や伝言ダイヤル、また災害用伝言版

を使用しています。一斉メールに関しては、保護者の

方への緊急ツールの認知度を高める観点から、台風時

の開園状況や緊急事態宣言等の情報について連絡す

るなど、定期的に使用されています。 

・今後は、園が団地内に所在することを踏まえ、地域
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の方や関係機関と連携した、訓練等への参加が期待さ

れます。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・保育の標準的な実施方法については、スタッフブッ

ク、保育士マニュアル等に具体的な活動内容等に沿っ

て記載されています。実施方法については、職員会議

等で具体的な事例をもとに職員へ周知しています。 

・スタッフブック、保育士マニュアル等には、名前の

呼び方の統一、子どもの要求についての対応、子ども

の自己肯定感を育てる、肯定的な声かけなど、子ども

の尊重、プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢

が明示されています。 

・標準的な実施方法については、入社時に読み合わせ

をするとともに、職員会議等を通して周知し、回覧も

実施しています。確認した職員は確認サインをするな

ど、職員に周知徹底するための方策を講じています。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、個別の支

援計画を作成し、一人ひとりの子どもの興味や発達を

踏まえた、具体的な実践につなげています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・標準的な実施方法については、系列園の施設長及び

本部担当者が参加し、毎月実施されるエリア会議から

の情報等を通して、園の実態に合わせて本部の担当者

を中心に検証、見直しが行われています。また、園に

おいては、職員会議にて、保育士マニュアルの見直し

を行うなどの取り組みが実施されています。見直され

た内容について、必要に応じて指導計画の内容に反映

させています。 

・標準的な実施方法の見直しについては、保育園全般

に関わるアンケート等を通して、保護者からの意見や

提案を吸い上げ、必要に応じてマニュアルに反映する

よう努めています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・年間指導計画、月間指導計画、週案、日誌等の各種

指導計画は、各クラス担任が作成し、施設長が確認し

ています。 

・入園の際に、保護者から提出された児童票、児童健

康台帳等で、子どもの成育歴や既往歴、発達の様子等

について把握しています。また、入園面談で生活リズ

ム等個々の状況について把握し、把握された内容は職

員会議等で共有しています。 

・アセスメントについては、保育士だけでなく栄養士

も職員会議等に参加し検討するとともに、必要に応じ

て区のケースワーカーに相談するなど、さまざまな職

種の関係職員が参加して行う体制が整備されていま

す。 

・全体的な計画にもとづき、年間指導計画をはじめ各

種指導計画が系統的に作成されています。個別の指導

計画では、家庭での様子や生活習慣をはじめ、個々の

興味や発達に応じて計画が作成されています。 

・各種指導計画は、指導計画に応じて、期ごと、月ご

と週ごと等振り返りを行う時期を定め、自己評価を行

う仕組みが構築され、実施されています。 

 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・年間指導計画は 4 期に設定し振り返るなど、各種指

導計画は、指導計画の種類に応じて振り返りを行う期

間が定められ、見直しが行われています。見直しによ

って変更した指導計画の内容については、職員会議で

共有するとともに会議録に記載し配布することで周

知しています。 

・指導計画を緊急に変える際は、施設長に報告し、検

討されたうえで変更する仕組みとなっています。 

・各種指導計画の自己評価については、具体的な事例

を通して個々の興味や関心、発達等を考慮して評価を

行うことで、保育の質の向上に関わる課題等が明確に

されています。評価した結果については、次の計画に

生かされています。 
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等については、個別指

導計画、個人記録、保育日誌、健康記録、連絡帳等の、

保育所が定めた統一した様式によって把握し記録さ

れています。また、いつでも閲覧できるよう整備して

います。 

・個別の指導計画等にもとづく保育が実施されている

ことが、各種指導計画の内容や会議録によって確認で

きます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、施設長は記録を確認し、計画内容と反省内容の

つながりや、養護面と教育面の書き方等について職員

に指導しています。 

・毎朝ミーティングを行い、本日の活動内容や散歩先、

子どもの人数や職員の配置等をホワイトボードを使

用して確認しています。出勤した職員はホワイトボー

ドを確認することで全職員が情報共有できる仕組み

が取られています。また、毎日の保育ミーティングや

必要に応じて実施される保育会議、月に 1 回実施され

る職員会議等を通して定期的な情報共有が行われて

います。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・個人情報保護方針、個人情報保護規程により、子ど

もの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規

程を定めています。また、個人情報の不適正な利用や

漏えいに対する対策と対応方法も定められています。 

・個人情報の記載がある書面等は、鍵付きの書庫で保

管し、施設長が責任者となり管理されています。園で

使用するパソコンにはパスワード設定がされている

とともに、施設長のみが使用するパソコンを設けるな

ど個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策が

実施されています。 

・入社時に、スタッフブック等を通して個人情報の取

り扱いについて周知するとともに、全職員が個人情報

保護体制に対する制度であるプライバシーマークの

研修を受講するなどの取り組みが行われています。 
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・個人情報の取り扱いについての保護者への説明は、

入園前の説明会にて重要事項説明書等を使用し説明

するとともに、同意書を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・全体的な計画は、保育所の理念、保育方針にもとづ

いて本部で作成された年間カリキュラムを骨子とし

て、作成されています。作成の際は、保育所保育指針

等を参考に、園の実態や子どもの発達過程に合わせて

保育会議等で話し合い、各学年の担任が作成していま

す。 

・作成された全体的な計画は年度末の職員会議や保育

会議を通して振り返り、次年度の作成に生かしていま

す。施設長は、生命の保持や情緒の安定、また行事等

を中心に見直しています。 

 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・室内の温度・湿度については、温湿度計を設置し、 

1 日 2 回記録を取り適切な状態を保持しています。換

気については、適宜換気するとともに、空気清浄機や

サーキュレーターを使用しています。音への配慮とし

て、マットを敷き音を吸収させる等の工夫をしていま

す。 

・保育所内外の設備や用具ついては、安全点検チェッ

ク表を使用し衛生管理に努めています。玩具や生活用

品等の消毒はこまめに行っています。 

・室内は、ロッカー等を使用し生活スペースと遊ぶス

ペースに仕切ることで、一人ひとりの子どもが落ち着

いて過ごせるよう配慮しています。また、サークル状
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

の仕切りやソファーなどを常設し、くつろげるスペー

スがあります。さらに、机上の遊びのコーナーでは、

テーブルごとにパーテーションを設けることで、集中

して遊べる環境が整えられています。 

・食事と午睡の場所を分けることで、心地よい生活空

間が確保されるとともに、一人ひとりの生活リズムに

合わせて過ごせるよう配慮しています。 

・手洗い場は、子どもが自分で手を洗えるよう、手洗

い場が低く設置されているとともに、手の洗い方をイ

ラストで示すなどの工夫がされています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達や発達過程、家庭環境等

から生じる個人差については、職員会議や保育会議

等、日々の話し合いの中で十分に把握し、周知してい

ます。また、周知ノートと呼ばれる情報共有ノートを

作成し、登園の際の状況や日中の子どもの様子などを

職員が自由に記述し、全職員が出勤後に確認すること

で周知を図っています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、 

保育者と 1 対 1 で安心して過ごせる場所を作るとと

もに、「テーブルに乗らないよ」ではなく、「椅子に座

ろうね」など否定的な言葉がけでなく、肯定的な言葉

がけを意識して関わっています。 

・一斉に活動を行うのではなく、個々のペースに合わ

せて散歩の準備や食事を行うなど、子どもの欲求を受

け止め、子どもの気持ちにそって適切に対応していま

す。一人ひとりの子どもの対応については、子どもの

興味も含め、職員間で共有する体制が整えられていま

す。 

・言葉づかいについては、「～したかったのね」など子

どもの気持ちを承認する言葉がけを大切にしていま

す。また、大きな声で伝えるのではなく。子どもの傍

に行って、静かなトーンで伝えることも大切にしてい

ます。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

 

 

 

 

・子どもたちが自ら生活習慣を身に付けられるよう、

手洗いの方法をイラストで示すなどの工夫を行って

います。また、下駄箱や靴下入れ、帽子入れなどにも

子どもの顔写真を貼り、分かりやすいよう環境を整え

ています。さらに、玩具棚には玩具の写真が貼ってあ
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よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 

A 

 

A 

り、所定の場所に片づけやすいよう配慮されていま

す。 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、無理強いを

せず、個々の子どもの発達や気持ちを汲み取り、タイ

ミングを見て促すよう配慮しています。また、トイレ

トレーニング等においては家庭との連携を大切にし、

洗濯物の枚数が増えることなどを事前に共有してい

ます。 

・活動と休息のバランスが保たれるよう、ソファーや

サークル状の仕切り、また個別のテーブル等を設定

し、いつでも休息できるよう配慮しています。また、

身体を動かしたい場合は、別の部屋でダンスやトラン

ポリン、牛乳パックで作った平均台を行ったり、ウッ

ドデッキに出て遊ぶなどの工夫が行われています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが主体的に活動できるよう、ロッカー等で生

活のスペースと遊ぶスペースを分け、落ち着いて取り

組めるよう配慮しています。遊ぶスペースは玩具棚等

で仕切られ、ごっこ遊びのコーナーや机上遊びのコー

ナーなど子どもが自由に玩具等を取り出して遊ぶこ

とができる環境を整えています。 

・玩具や絵本は子どもの興味や成長、季節に応じて入

れ替えるとともに、子どもの発達に合わせた手作り玩

具等も十分に揃えています。また、遊びの中で、進ん

で身体を動かすことができるよう、トランポリンや牛

乳パックで作った平均台なども状況に応じて用意し

取り入れています。 

・戸外遊びでは、自然に触れる機会を多く取り入れて

います。コオロギやダンゴムシなどを見つけ、園に持

ち帰り観察したり、図鑑等で調べることも楽しんでい

ます。 

・子どもたちが友だちと協同して活動できるよう、子

どもの良い関わりを見逃さず、褒めるようにしていま

す。一例として、「ありがとう」と子どもが他児に伝え

た際に十分に褒め、さらに周知ノートに記載し全職員

で共有し、ノートを確認した職員からさらに褒められ

るなどの取り組みがあげられます。 

・地域の人たちと接する機会として、散歩の際に職員

が率先して挨拶することや、近隣のスーパー等に買い
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物に行くなどの取り組みを行っています。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう、お絵描き

や塗り絵、粘土は自由に取り出して遊ぶことができる

環境を整えています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・乳児が安心して過ごせるよう、乳児専用の部屋を設

けています。また、常勤職員だけでなく、非常勤職員

も含め担当制を取り入れ、子どもが安心して生活でき

るよう配慮しています。 

・子どもの表情に対して、保育者は目線を合わせ、子

どもの気持ちを読み取りながら、応答的に関わること

また、スキンシップをたくさんとることを大切にして

います。 

・乳児が、興味と関心を持つことができるよう、発達

に合わせた玩具の設定や入れ替えを行っています。ま

た、戸外では大きなシートを敷き、自由に這い這いが

できるよう工夫しています。さらに、砂遊びの際は、

ビニール製のつなぎの服を着て遊ぶことで、十分に遊

び込めるよう配慮しています。 

・連絡帳や送迎時のコミュニケーション、個人面談等

を通して家庭との連携を密にしています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもが自分でしようとする気持ちを

十分に尊重できるよう、職員は活動時間にゆとりをも

てるよう活動を計画しています。一例として、個々の

子どものペースに合わせて散歩の準備を行い、出発時

間が遅くなった際は、活動先を変え、時間にゆとりを

持てるようにするなどの取り組みがあげられます。 

・公園では、1 名の保育者が遊ぶ前に危険な箇所等を

子どもと一緒に確認するとともに、話している間に別

の保育者が公園内の安全を確認することで、探索活動

等が十分に行えるよう配慮しています。 

・子どもの自我の育ちについては、着脱等の生活習慣

をはじめ、自分でできた際に十分に褒めることで、達

成感を味わえるよう配慮しています。できたことにつ

いては、職員間で共有し別の職員からも褒められるこ

とで、さらに達成感を味わえるよう配慮しています。 

・保育士以外の大人との関わりとして、日ごろから栄

養士が食事の際に子どもと直接関わったり、食育活動

を通して関わったりしています。 
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携した取組や配慮がされている。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・非該当 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・室内は段差のない保育環境を設定するなど、バリア

フリーに配慮した取り組みに努めています。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

を作成しています。計画内容については、職員会議や

保育会議等を通して全職員に周知し、支援できる体制

を整えています。 

・子ども同士の関わりについては、無理に年齢ごとに

活動を行うのではなく、一人ひとりの子どもの興味や

関心に沿って過ごすことで、共に成長できるよう配慮

しています。 

・保護者との連携については、迎えの際に必ず一つは

日中のエピソードを伝えることに努めています。具体

的な子どもの様子を共有することで、共通認識を持て

るよう取り組んでいます。 

・必要に応じて、区の担当課や療育機関等から相談や

助言を受ける体制が整えられています。また、職員が

参加する研修の講師でもある、発達に関する専門家か
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修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

ら助言を得る機会が整えられています。 

・園の取り組みに関しては、園だより等で分かりやす

く保護者に伝えるよう取り組んでいます。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・月間指導計画には、長時間保育の欄が設けられ、1

日の生活を見通して、その連続性に配慮し、子ども主

体の計画になるよう配慮されています。 

・家庭的でゆったりと過ごすことが出来るよう配慮し

ています。一例として、一人ひとりの子どもの体調に

応じて、散歩に出かける子と、室内で遊ぶ子を分ける

などの取り組みが行われています。 

・年齢が異なる子どもが一緒に過ごすことに配慮し、

乳児の誤飲の可能性がある、小さなブロックやビー玉

などは 2 歳児クラスのみで遊ぶときに提供するなど、

年齢に応じた玩具で十分に遊び込めるよう配慮して

います。 

・保育時間の長い子どもに配慮した、おやつ等の提供

として、おにぎりや、餅粉や大豆粉を使用したパンな

ど、満腹感が感じられる献立を提供しています。 

・職員間の引き継ぎについては、周知ノートや引継ノ

ートを使用して適切に行っています。引き継がれた内

容は送迎時に保護者に伝達し、伝達後はチェックをす

ることで、保護者との連携が十分にとれるように配慮

しています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

 

 

 

 

 

 

 

 

・非該当 
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し、保育所児童保育要録を作成している。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの健康状態については、送迎時

の視診や登園後と午睡後の検温を実施することで把

握に努めています。また、子どもの体調悪化や怪我な

どについては迎えの際に伝えるとともに、翌日の登園

時に様子を確認しています。 

・子どもの保健に関する計画として、年間保健計画を

作成しています。保健計画では、月ごとに目標が立て

られるとともに、保健行事や新入園児の健康観察、夏

の疲労回復に努めるなど、月ごとの留意点等が記載さ

れています。 

・予防接種等を受けた際は、送迎時や連絡帳を通して

把握し、個人票に転記するなど保護者から子どもの健

康に関わる必要な情報が常に得られるように努めて

います。また、園だよりで乳児医療証を所持する家庭

にコピーの提出をお願いするなどの取り組みも行っ

ています。 

・園の健康に関する方針については、入園のしおりに

記載されています。具体的な取り組みについては、流

行している感染症への園の対応等について、園だより

等を通して伝えています。 

・乳幼児突然死症候群については、職員に SIDS マニ

ュアルを周知するとともに、5 分ごとに振動で知らせ

てくれるタイマーを使用し、午睡チェックを実施して

います。保護者に対しては、SIDS に関する情報を玄

関に掲示するとともに、室内に注意喚起の掲示をする

など、必要な情報提供を行っています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・健康診断及び歯科検診は、全年齢において年に 2 回

実施され、職員に周知するとともに、保健計画にも記

載されています。 

・健康診断、歯科健診の結果を踏まえ、食事の大切さ

や歯磨きの方法などを、絵本等を通して子どもたちに

伝えています。 

・健康診断、歯科健診の結果については、所定の書面

にて保護者に伝えています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を
  

・アレルギー対応については、厚生労働省のガイドラ

イン及び法人のガイドラインに沿って対応していま
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受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

す。また、入園時に市の書式である生活管理指導票に

もとづき説明するとともに、半年に一度実施する、負

荷検査の状況を共有するなど、保護者との連携を密に

し、保育所での生活に配慮しています。 

・園では、鶏卵、牛乳、小麦の 3 大アレルゲンを使用

しない献立を作成しています。そのため、お代わり分

も含め、他の子どもたちと相違なく提供しています。

提供の際に、区別が必要な場合は専用のトレーと食器

を使用し、個別のテーブルを配置しています。提供の

際は、栄養士と職員で確認し、さらに提供の前に職員

同士で確認するというダブルチェックを行っていま

す。 

・アレルギー疾患等について、外部研修や Zoom での

研修を受講しています。研修等により得られた、知識

や情報、また技術等については職員会議等で報告する

ことで周知を図っています。 

 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に対する豊かな経験ができるよう、食育年間計画

を立て、実践しています。食育年間計画には、毎月の

活動内容とねらいが記載されています。一例として、

いわしを見たり触ったりし、給食でいわしハンバーグ

を提供することや、カブやキュウリ、ナス、ピーマン

などの野菜を育て、収穫して給食で提供することなど

が記載され、実践されています。 

・食器の材質については、発達に合わせた持ちやすい

食器を使用するとともに、食器が滑らないトレーを用

意するなどに配慮しています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう、2 歳

児では子どもに食べられる量を聞いてから配膳する

などの取り組みを行っています。また、食べたいもの、

食べられるものが少しでも多くなるよう、キュウリを

千切りではなく棒状に切るなど、食材の切り方や味付

けなどの工夫を行っています。 

・食について関心を深めるため、カボチャを袋に入れ

てつぶすなど、食材に触れる機会を多く設けたり、食

器の片づけを行ったりするなどの食育活動にも取り

組んでいます。 
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・日々の食事は写真で撮影し、タブレットにて保護者

が閲覧できるようにしています。また、年に 1 回実施

される誕生日参観の際に、試食会を行い家庭との連携

につなげています。さらに、子どもが良く食べていた

献立を園のブログや園だよりで紹介するなどの取り

組みも行われています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・一人ひとりの子どもの発育状況に合わせて、離乳食

の形態を変えるとともに、咀嚼具合を確認し、食材の

硬さや大きさを変えるなど、献立や調理の工夫を行っ

ています。 

・子どもの食べる量や好き嫌いについては、日々の子

どもの食べる様子を保育者や栄養士が丁寧に観察す

ることで把握しています。また、残食の調査記録や検

食簿をまとめ、献立や調理の工夫に反映させていま

す。 

・献立ソフトを使用し、旬の食材を多く取り入れるこ

とで、毎月、季節感のある献立を提供しています。地

域の食文化や行事食については、ハロウィンやクリス

マス、七草や節分等の献立を提供しています。 

・栄養士は毎日必ず、子どもの食事の様子を把握する

ために巡回をしています。衛生管理体制については、

衛生管理マニュアルや衛生管理チェック表を使用し、

衛生管理が適切に行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・連絡帳や送迎時のコミュニケーションを通して、家

庭との日常的な情報交換を行っています。また、保育

の意図や保育内容について保護者の理解を得る機会

として、年度の始めと終わりに、必ず 2 回の個人面談

を実施するとともに、希望家庭については、さらに 10

月に面談を実施する取り組みが行われています。ま

た、6 月と 2 月には全家庭を対象としてクラスごとに

懇談会を実施しています。面談等の内容については、

記録され、職員会議や保育会議等で周知しています。 
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□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 
  

・子どもの成長を共有できる機会として、保育参加や

親子交流会等を実施しています。また、卒園式の際に

子どもの成長した過程を、スライド写真で上映するな

どの取り組みも行われ、視聴は卒園児の保護者だけで

なく在園児の保護者も対象として行われています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保護者等からの相談に応じる体制として、5～6 月及

び、2～3 月にかけて実施される個人面談及び、希望家

庭を対象に、10 月に実施する個人面談があります。面

談の際は、保護者の就労等の事情に配慮し日時を設定

するなど、相談に応じられる体制を整えるとともに、

相談内容を適切に記録しています。また、6 月と 2 月

には、全家庭を対象とした、クラス懇談会を実施して

います。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援として、親

子交流会等を行っています。親子交流会では、レクリ

エーションを通して、保護者の方が交流できる機会を

設けています。 

・相談を受けた職員が適切に対応できるよう、相談内

容については、職員会議を通して全職員で共有するな

ど、助言が受けられる体制を整えています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・職員は、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう、

送迎時の親子の関わりや日中の子どもの様子、また着

脱の際に視診を行うなど、子どもの心身の状態、家庭

での養育の状況について把握に努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、施設長に報告後、職員間で共有し、必要に応じて

区の担当課と連携を取るなど、協議する体制が整えら

れています。また、気になる家庭については必要に応

じて電話連絡し、保護者と話す機会を設けるなど、予

防的に保護者の精神面を援助しています。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について、

虐待防止マニュアルを整備しています。マニュアルに

は、虐待防止概要、虐待対応フローチャート、虐待予

防チェックシートが整備されています。マニュアルは

職員がいつでも閲覧できるようにし、体制を整えてい

ます。 

・職員は外部研修を受講し、虐待等権利侵害について

理解を深めています。研修内容については、職員会議
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□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

等を通して全職員で共有しています。 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・全職員が年に 2 回、所定の様式を使用した自己評価

を実施しています。自己評価では、保育全般に関する

こと、保護者対応、書類作成、職務の遂行・向上心、

コミュニケーション等の項目ごとに、5 段階評価で振

り返り、改善案も検討しています。また、個人目標や

今後、受講したい研修等を記入する欄もあります。 

・年に 1 回、保育所全体の自己評価を実施しています。

自己評価では、保育理念の理解から始まり、指導計画、

保育内容等について、全職員が評価を行っています。

評価結果にもとづき、具体的な保育実践につなげてい

ます。一例として、環境設定の見直しや子どもの興味

や関心、発達に合わせた玩具の見直しなどに取り組ん

でいます。 

・今後は、各職員が実施した保育所全体の自己評価を

集約し、課題を分析したうえで、自己評価の項目に沿

った、さらなる具体的な保育実践につなげていくこと

が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


